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【緒　言】近年,金 属価格の高騰や金属アレルギー

患者に対するメタルフリー修復が注 目されている。

そのような状況にあって,ポ リプロピレン系の新

しい樹脂材料であるウェルデンツが開発 され,小

臼歯部 までのジャケッ トクラウンとして保険適用

された。しか し接着性 レジンセメン トに対 して接

着力を有 してお らず,現 在臨床では機械的嵌合力

によって保持力を得ている状態である。

　 そこで本研究では,ウ ェルデ ンツRに 対 して

様々な表面処理を行い接着性レジンセメントに対

す る接 着 力 の 獲 得 が 見 られ る か を検 討 した 。

【概 　 要 】 材 料 は,ウ ェル デ ンツ を板 上 試 料 に加 工,

包 埋 し,表 面 を研 磨 した も の を被 着 試 料 と し た。

合 着 に は リ ン クマ ッ クス(GC社),シ ラ ンカ ップ

リ ング 材 と して エ ス ペ ジ ル(ESPE社)を 使 用 し

た。

　 被 着 面 の 処 理 は,ア ル ミナ サ ン ドブ ラ ス ト処 理

を行 い シ ラ ン カ ップ リ ング処 理 を した もの(表 面

処 理1),ア ル ミナ サ ン ドブ ラ ス ト処 理 を 行 っ た

もの に ロ カ ッテ ク プ ラ ス(ESPE社)を 用 い て サ

ン ドブ ラス トを行 い,シ ラ ン カ ップ リ ング 処 理 を

し た もの(表 面 処 理2),ア ル ミナ サ ン ドブ ラ ス

ト処 理 を行 っ た後,シ ラ ノ ペ ン にて 通 法 で 処 理 し,

シ ラ ン カ ップ リン グ処 理 を した もの(表 面 処 理3)

と した 。

　 各 試 料 を 表 面 処 理 後,直 径6mmの 円 に な る よ

う被 着 面 積 を一 定 と した 。 接 着 す る試 料 は,リ ン

ク マ ッ ク ス を直 径6mm,厚 さ3mmの 円 柱 状 に 硬

化 させ た もの を 用 い た。 この 試 料 を リ ン ク マ ッ ク

ス を 用 い て1.0kgの 荷 重 を か け て 合 着 し た。 各 試

料 は6個 ず つ 作 製 し た。

　 剪 断 接 着 試 験 は,ク ロ ス ヘ ッ ドス ピ ー ド毎 分

0.5mmの 条 件 下 で 行 っ た。 有 意 差 検 定 は,

Kruskal　 Wallis順 位 検 定 後Bonferroni補 正Mann-

Whitney検 定 に て 多重 比 較 を行 っ た 。

【結 　 果 】 表 面 処 理1は1.61±0.56MPa,表 面 処

理2は13.29±0.84MPa,表 面 処 理3は0.42±

0.68MPaを 示 し,ロ カ テ ッ ク処 理 に シ ラ ンカ ップ

リ ング 処 理 を した もの が 他 の 処 理 法 に比 較 して 有

意 に 高 い 値 を示 した。

【考 　 察 】 ロ カ テ ッ ク処 理 に よ り,ウ ェ ル デ ン ツ

に対 して シ ラ ンカ ップ リ ング 材 が し っか り と結 合

し,レ ジ ン セ メ ン トの 接 着 力 が 向上 した と考 え ら

れ る 。 イ トロ処 理 は ジル コ ニ ア な どに 対 して高 い

接 着 力 を示 して い るが,本 研 究 に お い て は接 着 力

の 向 上 は 見 られ な か っ た。 これ は,ウ ェル デ ン ツ

が 熱 可 塑性 材 料 で あ る た め,炎 を 当 て た 時 に表 面

が 溶 け て し ま い,接 着 力 が失 わ れ て し ま っ た と考

え られ る 。


